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は
じ
め
に

昭
和

年

月
か
ら
昭
和

年

月
に
か
け
て
講
談
社
か
ら
刊
行
さ
れ

49

7

53

2

た
遠
藤
周
作
文
庫
全
集
（
全

巻
別
巻

）
に
は
シ
ナ
リ
オ
集

冊
が
あ
り
、

50

1

2

テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
用
に
書
き
下
ろ
し
た
脚
本

本
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

3

ま
た
、
『
遠
藤
周
作
シ
ナ
リ
オ
集
』（
講
談
社

昭

年

月
）
に
は
、
文
庫

46

11

全
集
同
様
、
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
「
平
和
屋
さ
ん
」（

昭

年
）
「
あ

N
H
K

33

る
戦
中
派
」（

昭

年
）
「
わ
が
顔
を
」（

昭

年
）
が
収
め
ら

N
H
K

38

T
B
S

40

れ
て
い
る
。
遠
藤
が
テ
レ
ビ
放
送
と
関
わ
り
が
深
か
っ
た
こ
と
は
、
彼
が

昭
和

年
春
に
は
ト
ー
ク
番
組
の
司
会
を
務
め

、
ぐ
う
た
ら
シ
リ
ー
ズ

43

(1)

が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
狐
狸
庵
ブ
ー
ム
が
到
来
す
る
の
と
期
を
同
じ
く

し
た
昭
和

年
に
は
、
ネ
ス
カ
フ
ェ
・
ゴ
ー
ル
ド
ブ
レ
ン
ド
の

に
出

48

C
M

演
し
た
り
な
ど
し
た
こ
と
か
ら

、
広
く
知
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
、

(2)

遠
藤
が
脚
本
を
手
掛
け
た
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ

る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
山
根
道
公
編

「
年
譜
・
著
作
目
録
」（
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集

』
新
潮
社

平

年

月
）
か
ら

15

12

7

列
挙
す
る
だ
け
で
も
、
遠
藤
が
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
脚
本
を
手
掛
け
た
こ
と

に
関
し
て
、
芸
術
祭
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
「
平
和
屋
さ
ん
」（

昭

N
H
K

33

年
）
と
「
わ
が
顔
を
」（

昭

年
）

の

件
、
遠
藤
作
品
が
原
作
と

T
B
S

40

(3)

2

遠
藤
周
作
と
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ

―
脚
本
を
手
掛
け
た
作
品
を
中
心
に

―
池

田

静

香

I
K
E
D
A

S
h
i
z
u
k
a

な
っ
た
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
に
つ
い
て
は
「
大
変
だ
ァ
」（

昭

年
）

M
B
S

45

の

件
、
彼
が
ホ
ス
ト
役
を
務
め
、
毎
回
ゲ
ス
ト
を
迎
え
た
「
こ
り
ゃ
ア

1
カ
ン
ワ
」（

昭

年
）

、
そ
し
て
、
信
仰
者
と
し
て
ハ
イ
ヤ
ッ
ト

N
T
V

43

(4)

神
父
の
宣
教
番
組
「
心
の
と
も
し
び
」
に
昭
和

年
か
ら
協
力
し
、
テ
レ

39

ビ
ラ
ジ
オ
双
方
に
出
演
し
て
い
た
こ
と

件
が
、
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

1

た
、
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
デ

ー
タ
ベ
ー
ス

に
は
、
遠
藤
が
関
わ
っ
た
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
情
報

件
が
、

(5)

40

登
録
さ
れ
て
い
る
。

平
成

年

月

日
、
国
立
国
会
図
書
館
は
、
日
本
放
送
作
家
協
会
が

26

4

17

平
成

年
か
ら
収
集
を
始
め
、
そ
の
後
、
平
成

年
に
設
立
さ
れ
た
日
本

17

24

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
同
年
引
き
継
が
れ
た
後
寄
贈
さ

れ
た
、

年
以
前
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
番
組
の
脚
本
台
本
約

万

1
9
8
0

2

千
冊
の
閲
覧
提
供
を
始
め
た
。
報
道
発
表
資
料
に
は
、
「
特
に

7

1
9
8

年
以
前
の
作
品
は
、
脚
本
だ
け
で
は
な
く
番
組
の
映
像
・
音
声
自
体
も

0ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

年
以
前

(6)

1
9
8
0

は
特
に
、
技
術
面
か
ら
も
経
済
面
か
ら
も
、
番
組
の
録
画
保
存
が
難
し
か

っ
た
こ
と
を
指
す
。
「

年
代
以
前
の
脚
本
を
せ
め
て
な
ん
と
か

1
9
8
0

遺
産
と
し
て
と
ど
め
よ
う
」

と
い
う
思
い
か
ら
始
め
ら
れ
た
脚
本
の
収

(7)

集
管
理
が
、
体
系
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
成

年
、
日

15

本
放
送
作
家
協
会
理
事
長
で
あ
っ
た
市
川
森
一
が
、
衆
議
院
総
務
委
員
会

で
提
言
を
行
っ
た
こ
と
に
端
を
発
す

。
極
め
て
近
年
の
こ
と
だ
。
ま
た
、

(8)

仮
に
録
画
映
像
が
残
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
ひ
と
つ
の
番
組
に
付
随
す
る

権
利
が
多
岐
に
亘
り
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
に
あ
た
っ
て
は
複
雑
で
煩
瑣
な
手

続
き
が
要
求
さ
れ
る
た
め
、
番
組
を
視
聴
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。



加
え
て
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
や
映
画
舞
台
の
脚
本
台
本
は
、
上
映
上
演
後
に

破
棄
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た

。
そ
の
た
め
、
紙
媒
体
か
ら
辿
ろ
う
と

(9)

し
て
も
、
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
内
容
を
詳
細
に
知
る
こ
と
は
、
小
説
に
比

べ
簡
単
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
な
か
、
遠
藤
が
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
た
め

に
書
き
下
ろ
し
た
「
平
和
屋
さ
ん
」
「
あ
る
戦
中
派
」
「
わ
が
顔
を
」
は
、

『
遠
藤
周
作
シ
ナ
リ
オ
集
』
や
『
遠
藤
周
作
文
庫

薔
薇
の
館
・
女
王

戯

曲
・
シ
ナ
リ
オ
集
Ⅱ
』（
講
談
社
文
庫

昭

年

月
）
か
ら
、
少
な
く
と
も
物

52

3

語
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

。
(10)

遠
藤
と
映
像
メ
デ
ィ
ア
、
な
か
で
も
映
画
と
の
関
係
を
考
え
る
な
ら
ば
、

大
学
卒
業
を
控
え
た
遠
藤
が
映
画
俳
優
を
志
し
、
三
船
敏
郎
を
真
似
て
助

監
督
か
ら
俳
優
に
転
身
し
よ
う
と
松
竹
の
助
監
督
試
験
を
受
け
た
も
の
の

夢
破
れ
た
こ
と

や
、
小
説
家
と
な
る
こ
と
を
決
心
し
た
フ
ラ
ン
ス
留
学

(11)

中
（
昭

年
～
昭

年
）
、
映
画
の
技
法
を
自
作
の
小
説
作
法
に
取
り
込
も
う

25

28

と
し
て
い
た
こ
と

が
想
起
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
映
画
と
い
う
映
像

(12)

メ
デ
ィ
ア
と
意
識
的
に
関
わ
っ
た
遠
藤
が
、
戦
後
新
し
く
出
現
し
て
き
た

テ
レ
ビ
と
い
う
映
像
メ
デ
ィ
ア
と
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
(13)

を
考
え
る
こ
と
を
小
稿
の
眼
目
と
す
る
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
駆
け
出

し
で
あ
っ
た
頃
の
昭
和

年
代
の
遠
藤
が
、
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
と
ど
の
よ

30

う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
後
の
作
品
と
ど
の
よ
う

な
繋
が
り
が
見
い
出
せ
る
の
か
を
検
討
す
る
。

遠
藤
作
品
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
化

遠
藤
作
品
が
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
る
場
合
、
そ
こ
に
は
二
つ
の
関
わ
り
方

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
小
説
を
原
作
と
し
て
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
化
さ
れ
る
場

合
と
、
遠
藤
が
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
脚
本
を
書
き
下
ろ
す
場
合
で
あ
る
。

遠
藤
作
品
に
お
け
る
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
に
つ
い
て
、
小
嶋
洋
輔
が
、
「
遠

藤
周
作
「
中
間
小
説
」
論

―
書
き
分
け
を
行
う
作
家
」（
「
千
葉
大
学
人
文

研
究
」
第

号
）
に
お
い
て
、
先
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
も
と

36

に
調
査
を
進
め
、
遠
藤
原
作
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ

本
、
遠
藤
脚
本
の
テ

32

レ
ビ
・
ド
ラ
マ

本
の
基
礎
情
報
を
示
し
て
く
れ
て
い
る

。

4

(14)

遠
藤
の
本
業
が
小
説
家
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
脚
本
を
手
掛
け
た

テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
よ
り
、
原
作
者
と
し
て
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
と
関
わ
っ
た

数
が
多
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
だ
が
、
小
嶋
の
調

査
と
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
最
新
情
報
、
そ
し
て
年
譜
記
述
等

か
ら
勘
案
す
る
と
、
彼
が
脚
本
を
手
掛
け
て
い
た
の
は
、
主
に
『
沈
黙
』

（
新
潮
社

昭

年

月
）
の
時
期
で
あ
る

。
こ
れ
は
、
テ
レ
ビ
放
送
の
歴

41

3

(15)

史
か
ら
言
え
ば
、
日
本
社
会
に
テ
レ
ビ
放
送
が
誕
生
し
、
普
及
し
て
い
く

過
渡
期
だ
。
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
ひ
と
つ
の
形
を
作
っ
た
と
言
わ
れ
る
橋

本
忍
脚
本
「
私
は
貝
に
な
り
た
い
」（
現

昭

年
）
が
発
表
さ
れ
る

T
B
S

33

昭
和

年
以
前
、
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
は
、
単
発
も
の
か
ら
連
続
も
の
へ
と

33

移
行
す
る
な
か
で
テ
レ
ビ
的
な
る
も
の
を
追
求
し
、
演
劇
や
先
行
す
る
映

像
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
映
画
と
の
対
比
を
通
し
て
そ
の
存
在
意
義
を
見
出
そ

う
と
し
て
い
た

。
そ
し
て
こ
の
時
期
、
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
作
り
手
た

(16)

ち
が
目
標
と
し
た
の
は
、
芸
術
賞
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た

。
こ

(17)

う
し
た
風
潮
の
な
か
で
、遠
藤
が
脚
本
を
手
掛
け
た
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
は
、

芸
術
祭
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
る

。
(18)

芸
術
祭
と
は
、
昭
和

年
秋
、
文
部
省
（
当
時
）
が
「
広
く
一
般
に
優

21

れ
た
芸
術
の
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
芸
術
の
創
造
と
そ
の



発
展
を
図
り
、
も
っ
て
我
が
国
芸
術
文
化
の
振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
」
創
設
し
た
、
芸
術
の
祭
典
で
あ
る

。
現
在
、
ラ
イ
ブ
を
主
と

(19)

す
る
公
演
に
対
し
て
は
「
演
劇
、
音
楽
、
舞
踊
、
大
衆
芸
能
」
の

部
門
、

4

放
送
メ
デ
ィ
ア
を
媒
介
と
す
る
作
品
に
関
し
て
は
、「
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
、

テ
レ
ビ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
ラ
ジ
オ
、
レ
コ
ー
ド
」
の

部
門
が
設

4

け
ら
れ
て
い
る
が
、
本
格
的
な
運
用
が
昭
和

年
に
始
ま
っ
た
テ
レ
ビ
放

28

送
に
お
い
て
、
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
が
芸
術
祭
に
参
加
し
た
の
は
、
昭
和
29

年
の
第

回
が
最
初
で
あ
り
、
こ
の
時
は
主
に
放
送
技
術
を
選
考
対
象
と

9

し
た
放
送
部
門
で
の
参
加
だ
っ
た

。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
街
頭
で
見
る

(20)

も
の
だ
っ
た
テ
レ
ビ
が
各
家
庭
に
普
及
し
て
い
く
な
か

、
昭
和

年
、

(21)

34

芸
術
祭
に
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
部
門
が
新
設
さ
れ
る

。
産
声
を
上
げ
た
ば

(22)

か
り
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
界
に
と
っ
て
、
芸
術
祭
は
、
唯
一
の
賞
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
制
作
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
芸
術
祭
で
受
賞
す
る
こ
と

が
目
標
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
の
が
、
当
時
の
風
潮
で
あ
っ
た
よ
う
だ

。
(23)

芸
術
祭
で
評
価
さ
れ
る
作
品
を
作
る
こ
と
を
至
上
命
題
と
す
る
初
期
テ
レ

ビ
・
ド
ラ
マ
界
に
と
っ
て
、
そ
の
枠
組
み
の
典
型
と
見
な
さ
れ
た
の
が
、

昭
和

年
度
第

回
芸
術
祭
賞
を
受
賞
し
た
橋
本
忍
脚
本
の
「
私
は
貝
に

33

13

な
り
た
い
」（

昭

年
）
で
あ
る
。
未
だ
、
日
常
と
隣
り
合
わ
せ
に

T
B
S

33

あ
っ
た
戦
争
責
任
問
題
を
、
平
均
的
な
青
年
の
姿
を
通
し
て
描
い
た
作
品

が
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
、
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
制
作
者
た
ち
は
社
会
的
関
心

事
を
扱
う
作
品
へ
情
熱
を
向
け
た
と
い
う
。
と
同
時
に
、
芸
術
祭
熱
は
、

日
々
の
放
送
業
務
を
抱
え
る
現
場
に
お
い
て
、
年
に
一
度
の
芸
術
祭
に
か

け
る
労
力
へ
の
疑
問
視
や
、
社
会
派
ド
ラ
マ
に
拘
る
あ
ま
り
視
聴
者
の
興

味
と
乖
離
し
て
い
く
現
状
へ
の
疑
問
か
ら
長
続
き
せ
ず

、
昭
和

年
を

(24)

35

境
に
、
芸
術
祭
参
加
作
品
自
体
が
減
少
し
て
い
く
と
い
う
指
摘
が
、
初
期

の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
を
め
ぐ
る
状
況
を
ま
と
め
た
松
山
秀
明
「
ド
ラ
マ
論

～
お
茶
の
間
を
め
ぐ
る
葛
藤
～
」（
「
放
送
研
究
と
調
査
」
平

年

月
号
）
に

25

12

あ
る
。
松
山
の
指
摘
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
昭
和

年
度
以
降

35

の
芸
術
祭
参
加
作
に
、
依
然
と
し
て
社
会
派
ド
ラ
マ
が
数
多
く
名
を
連
ね

て
い
る
の
も
、
事
実
で
あ
る

。
(25)

脚
本
を
手
掛
け
た
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ

―
小
説
と
の
関
係
性
を
中
心
に

テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
界
の
芸
術
祭
熱
に
沿
う
よ
う
に
、
昭
和

年
代
か
ら

30

昭
和

年
に
か
け
て
遠
藤
が
手
掛
け
た
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
脚
本
は
、
形
を

40

換
え
こ
そ
す
れ
、
「
戦
争
」
を
題
材
に
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

―
「
平
和
屋
さ
ん
」

遠
藤
初
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
第

回
芸
術
祭
奨
励
賞
受
賞
作
「
平
和
屋

14

さ
ん
」（

昭

年
）
は
、
第

回
新
潮
社
文
学
賞
、
第

回
毎
日
出

N
H
K
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5

12

版
文
化
賞
を
受
賞
し
た
出
世
作
『
海
と
毒
薬
』（
文
藝
春
秋
新
社

昭

年

月
、

33

4

初
出
「
文
学
界
」
昭

年

、

、

月
号
）
の
系
譜
を
ひ
く
作
品
だ
。
『
海
と

32

6

8

10

毒
薬
』
が
、
町
内
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
飾
ら
れ
た
青
い
目
の
人
形
を

起
点
と
し
て
時
間
を
切
り
換
え
る
よ
う
に
、
「
平
和
屋
さ
ん
」
は
、
の
ど

か
な
日
曜
の
昼
下
が
り
に
こ
だ
ま
す
る
ペ
ッ
ト
の
あ
ひ
る
の
鳴
き
声

を
(26)

象
徴
的
に
使
用
す
る
こ
と
で
、
物
語
内
の
時
空
間
が
切
り
換
わ
る
。
現
在

と
過
去
を
非
対
称
の
合
わ
せ
鏡
と
す
る
こ
と
で
、
戦
争
協
力
が
正
義
で
あ

っ
た
戦
時
下
の
姿
と
戦
後
の
日
常
を
対
比
さ
せ
、
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
た

人
々
の
無
邪
気
さ
、
到
底
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
息
子
を
亡
く
し
た
老

婆
や
元
陸
軍
大
臣
の
娘
の
哀
し
み
、
更
に
は
戦
後
に
な
っ
て
自
我
の
芽
生



え
る
年
齢
を
迎
え
た
若
者
た
ち
が
た
め
ら
い
な
く
「
戦
争
反
対
」
を
訴
え

る
姿
を
、
批
判
的
に
描
く
。
視
点
人
物
と
な
る
速
見
は
、
学
徒
兵
と
し
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
出
征
し
た
経
験
を
持
ち
、
現
在
は
紡
績
会
社
の
課
長
代
理

と
し
て
採
用
人
事
を
担
当
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
多
角
的
な
戦
後
の
様

相
は
、
速
見
の
会
社
へ
、
元
陸
軍
大
臣
の
娘
西
崎
美
地
子
が
面
接
を
受
け

に
来
た
際
、
同
僚
た
ち
が
「
成
績
は
（
略
）
一
番
い
い
ん
だ
が
（
略
）
戦
争

犯
罪
者
の
家
族
じ
ゃ
（
略
）
仕
方
な
い
（
略
）
こ
れ
が
戦
争
中
な
ら
」

と
(27)

軽
口
を
た
た
き
不
採
用
の
結
果
を
出
し
た
こ
と
を
端
緒
と
し
、
「
戦
争
の

思
い
出
を
か
み
し
め
る
た
び
に
、
段
々
、
今
の
時
代
の
事
が
わ
か
ん
な
く

ん
な
っ
て
く
る
」

と
悩
む
速
見
が
、「
こ
う
い
う
キ
ッ
カ
ケ
か
ら
近
頃
の

(28)

自
分
の
も
や
も
や
し
た
気
持
を
整
理
し
て
み
た
い
」

と
思
い
立
ち
、
美

(29)

地
子
の
就
職
や
住
ま
い
の
世
話
が
で
き
る
よ
う
尽
力
す
る
こ
と
を
柱
と
し

て
展
開
す
る
。
そ
の
結
果
、
戦
争
策
略
者
を
父
に
持
っ
た
美
地
子
の
立
場

と
、
戦
争
で
肉
親
を
亡
く
し
た
近
所
の
人
々
と
い
う
、
双
方
の
、
ど
う
に

も
な
ら
な
い
現
実
が
対
峙
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
一
概
に
は
誰
を
も
非
難

す
る
こ
と
の
出
来
な
い
状
況
が
、
提
示
さ
れ
る
。

速
見
の
「
も
や
も
や
し
た
気
持
ち
」
は
、
時
折
こ
だ
ま
す
る
戦
病
死
し

た
友
の
、
「
俺
の
よ
う
に
、
女
房
に
も
お
袋
に
も
会
え
ず
、
戦
争
で
苦
し

み
死
ん
だ
も
の
は
、（
略
）
平
和
も
何
の
慰
め
に
も
（
略
）
償
い
に
も
な
ら

ん
」

と
い
う
声
か
ら
呼
び
起
こ
さ
れ
る
。
安
易
な
戦
争
反
対
を
詠
う
芝

(30)

居
を
観
劇
し
た
速
見
が
「
戦
争
な
ん
て
わ
か
り
に
く
い
」

と
吐
露
す
る

(31)

の
は
、
こ
の
「
も
や
も
や
し
た
気
持
ち
」
を
晴
ら
す
た
め
に
始
め
た
美
地

子
の
家
捜
し
や
職
探
し
が
、
か
え
っ
て
彼
に
「
戦
後
」
の
難
し
さ
を
突
き

つ
け
た
か
ら
だ
。
元
陸
軍
大
臣
の
娘
や
、
戦
争
に
よ
っ
て
子
供
を
亡
く
し

た
老
婆
と
い
う
位
相
の
違
う
人
物
を
描
く
こ
と
で
な
さ
れ
る
「
戦
争
認
識
」

の
相
対
化
が
、
本
作
の
テ
ー
マ
だ
が
、
こ
れ
は
発
表
後
、
生
体
解
剖
事
件

に
関
わ
っ
た
「
人
々
を
裁
断
す
る
意
志
は
全
く
な
か
っ
た
」

と
述
懐
し

(32)

た
『
海
と
毒
薬
』
を
は
じ
め
、
当
時
の
遠
藤
の
聖
書
読
解
を
基
と
し
た
「
人

間
は
誰
一
人
と
し
て
他
人
を
裁
い
た
り
軽
蔑
し
た
り
す
る
権
利
は
な
い
」

と
い
う
「
聖
書
の
な
か
の
女
性
た
ち
」（
「
婦
人
画
報
」
昭

年

月
号
～
昭

33

4

34

年

月
号
）
に
お
け
る
信
念

に
通
じ
る
。

5

(33)

だ
が
、
『
海
と
毒
薬
』
単
行
本
化
後
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
「
平
和
屋
さ

ん
」
は
、
視
点
人
物
で
あ
る
主
人
公
が
、
「
み
な
さ
ん
と
同
じ
」

一
般
的

(34)

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
点
に
、
『
海
と
毒
薬
』
と
の

端
的
な
違
い
が
あ
る
。
『
海
と
毒
薬
』
は
、
そ
の
題
材
を
、
米
軍
捕
虜
の

生
体
解
剖
実
験
と
い
う
衝
撃
的
な
事
件
か
ら
採
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
「
自

分
が
同
じ
状
況
に
お
か
れ
た
ら
、
ど
の
程
度
、
抵
抗
で
き
た
だ
ろ
う
か
」
(35)

と
い
う
作
者
の
疑
問
の
根
源
が
読
者
へ
伝
わ
り
難
く
、
関
係
者
か
ら
の
抗

議
文
が
遠
藤
宅
に
届
く
な
ど
し
た

。「
平
和
屋
さ
ん
」
の
登
場
人
物
が
、

(36)

「
み
ん
な
と
同
じ
」
で
「
平
凡
」
な
主
人
公
、
国
防
婦
人
会

や
警
防
団

(37)

(38)

と
い
っ
た
、
戦
時
体
制
下
に
お
い
て
多
く
の
人
々
が
属
し
た
末
端
組
織
に

お
け
る
戦
争
協
力
者
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
の
は
、
『
海
と
毒
薬
』
の
時

の
よ
う
な
誤
解
を
避
け
る
た
め
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
先
に
述
べ
た
「
人
間

は
誰
一
人
と
し
て
他
人
を
裁
い
た
り
軽
蔑
し
た
り
す
る
権
利
は
な
い
」
と

い
う
聖
書
理
解
が
示
さ
れ
た
「
聖
書
の
な
か
の
女
性
た
ち
」
は
、
『
海
と

毒
薬
』
単
行
本
化
の
前
月
か
ら

年

ヶ
月
に
亘
っ
て
連
載
さ
れ
た
。「
平

1

2

和
屋
さ
ん
」
が
書
か
れ
た
の
は
、
そ
の
最
中
で
あ
る
。―

「
あ
る
戦
中
派
」



次
に
、
「
あ
る
戦
中
派
」（

昭

年
）

だ
が
、
こ
れ
は
、
後
の
戯

N
H
K
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(39)

曲
「
薔
薇
の
館
」（
「
文
学
界
」
昭

年

月
号
）
や
「
女
の
一
生
二
部

―
サ

44

10

チ
子
の
場
合
」（
「
朝
日
新
聞
」
昭

年

月

日
～
昭

年

月

日
。
以
下
、
「
女

56

7

3

57

2

7

の
一
生
二
部
」
と
記
す
）
に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
た
、
戦
争
参
加
の
道
義
的

責
任
を
問
う
た
内
容
で
あ
る
。
だ
が
、
脚
本
家
名
が
前
面
に
出
る
戯
曲
や
、

遠
藤
周
作
た
だ
一
人
の
名
の
許
に
発
表
さ
れ
る
小
説
と
は
違
い
、
テ
レ

ビ
・
ド
ラ
マ
「
あ
る
戦
中
派
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
殺
す
な
か
れ
」
と

い
う
教
え
と
戦
争
参
加
の
矛
盾
を
特
化
し
て
問
い
を
形
成
し
は
し
な
い
。

そ
の
代
わ
り
、
学
徒
出
陣

せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
矢
口
が
、
同
じ
下

(40)

宿
に
住
む
友
人
山
崎
に
、
「
俺
を
大
学
に
あ
げ
る
た
め
に
（
略
）
苦
労
し
た

（
略
）
お
袋
を
悲
し
ま
す
た
め
に
俺
た
ち
を
戦
争
に
か
り
出
す
（
略
）
国
家

と
は
一
体
何
」
な
の
か

、
と
、
「
キ
リ
ス
ト
教
」
で
は
な
く
「
母
親
」
を

(41)

疑
問
の
基
準
に
措
き
、
問
題
設
定
が
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
国
家
」

を
、
「
皮
膚
の
色
が
同
じ
、
顔
形
が
同
じ
、
そ
う
い
う
人
間
の
集
ま
り
を

国
と
い
う
わ
け
」
な
ら
「
顔
形
や
皮
膚
の
色
が
同
じ
だ
と
い
う
事
は
、（
略
）

そ
ん
な
に
大
事
な
事
な
ん
か
な
あ
」

、
と
、
小
説
第
一
作
「
ア
デ
ン
ま

(42)

で
」（
「
三
田
文
学
」
昭

年

月
号
）
以
降
拘
り
を
み
せ
て
き
た
「
色
の
問
題
」

29

11

に
措
き
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
す
る
。

同
時
期
の
短
編
「
入
営
の
日
」（
「
オ
ー
ル
読
物
」
昭

年

月
号
）
は
、
物

38

12

語
ら
れ
る
順
序
に
違
い
は
あ
れ
ど
、
戯
曲
「
薔
薇
の
館
」
や
「
女
の
一
生

二
部
」
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
を
前
景
化
す
る
こ
と
な
く
、
学
徒

出
陣
を
迫
ら
れ
た
青
年
の
戦
争
参
加
に
対
す
る
疑
問
や
そ
の
後
の
決
断

が
、
「
あ
る
戦
中
派
」
と
ほ
ぼ
同
じ
表
現
、
理
由
付
け
で
作
品
化
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
創
作
意
図
に
大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ

る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
を
執
筆
し
た
昭
和

年
が
、
遠
藤
が
文
学
的
回
心
を

38

得
る
切
っ
掛
け
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
、
昭
和

年

月
か
ら
約
二
年
七

35

4

ヶ
月
に
及
ん
だ
結
核
再
発
に
際
す
る
入
院
生
活
が
終
わ
り
、
徐
々
に
『
沈

黙
』（
新
潮
社

昭

年

月
）
へ
と
、
意
識
が
移
っ
て
い
く
時
期
で
あ
る
こ

41

3

と
に
留
意
し
た
時
、
「
あ
る
戦
中
派
」
に
は
、
「
入
営
の
日
」
で
は
な
さ
れ

て
い
な
い
、
特
徴
的
な
表
現
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
矢
口
の
戦
争
へ
の
疑
問

を
諫
め
な
が
ら
聞
い
て
い
た
山
崎
が
出
征
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
時
、

早
智
子
に
入
営
せ
ず
に
行
方
を
く
ら
ま
す
決
意
を
打
ち
明
け
る
場
面
だ
。

卑
怯
者
と
は
一
体
何
だ
い
（
略
）
心
で
正
し
い
と
思
っ
た
事
を
、
弱

さ
の
た
め
に
や
れ
な
い
事
だ
ろ
う
。
今
度
の
場
合
、
僕
は
国
と
い
う

も
の
が
一
体
、
何
の
権
利
が
あ
っ
て
母
親
か
ら
矢
口
を
奪
い
、
君
、

君
た
ち
か
ら
僕
を
奪
う
の
か
納
得
が
い
か
な
い
ん
だ
…
…
。
み
ん
な

は
入
営
す
る
、
陛
下
の
た
め
、
日
本
の
た
め
と
い
う
抽
象
的
な
理
屈

で
ね
。
し
か
し
本
当
は
こ
わ
い
か
ら
入
営
す
る
ん
だ
。

（
注
、
傍
線

(43)

は
池
田
）

こ
こ
で
言
う
「
こ
わ
い
」
と
は
、
入
営
を
拒
否
し
て
死
刑
に
な
る
噂
だ
。

そ
の
後
山
崎
は
、
短
編
「
入
営
の
日
」
や
「
女
の
一
生
二
部
」
で
、
「
俺

が
入
営
す
る
の
は
国
の
た
め
じ
ゃ
な
い
。
み
ん
な
が
こ
う
し
て
苦
し
ん
で

い
る
の
に
、
俺
だ
け
が
そ
の
苦
し
み
を
逃
げ
る
の
は
イ
ヤ
だ
」

と
述
べ

(44)

る
の
と
同
じ
理
屈
で
、
出
征
を
決
意
す
る

。
ま
た
、
「
あ
る
戦
中
派
」
の

(45)

早
智
子
は
、
先
の
引
用
に
あ
る
山
崎
の
告
白
を
受
け
て
、
自
分
が
山
崎
の

入
営
を
本
格
的
に
阻
止
し
な
い
の
は
、
彼
を
か
く
ま
っ
て
警
察
か
ら
拷
問

を
う
け
る
の
が
怖
い
か
ら
だ
と
思
う
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
早
智
子
の
拷

問
へ
の
恐
怖
と
女
性
と
し
て
の
思
い
と
の
狭
間
に
あ
る
苦
悩
は
、
名
前
の



響
き
を
残
し
、
同
じ
く
「
女
の
一
生
二
部
」
へ
と
引
き
継
が
れ
る
。

遠
藤
作
品
に
お
い
て
、
「
心
で
正
し
い
と
思
っ
た
事
を
」
、
肉
体
的
「
弱

さ
の
た
め
に
や
れ
な
い
」
人
物
の
代
表
は
、『
沈
黙
』
の
キ
チ
ジ
ロ
ー
だ
。

昭
和

年
秋
に
訪
れ
た
長
崎
で
の
踏
絵
体
験
が
、
や
が
て
『
沈
黙
』
執
筆

39

の
原
動
力
と
な
っ
た
理
由
を
、
遠
藤
は
、
「
戦
争
中
（
略
）
人
間
が
肉
体
的

な
暴
力
に
よ
っ
て
自
分
の
信
念
や
思
想
を
た
や
す
く
曲
げ
て
い
っ
た
ケ
ー

ス
を
（
略
）
目
の
あ
た
り
に
し
」
た
経
験
が
あ
り
、
「
踏
絵
に
足
を
か
け
て

い
っ
た
人
び
と
の
話
は
」
、
キ
リ
ス
ト
教
が
敵
性
宗
教
で
あ
っ
た
戦
争
時

代
に
育
っ
た
自
分
に
と
っ
て
「
切
実
な
問
題
だ
っ
た
」

た
め
だ
と
述
懐

(46)

し
、
「
自
分
の
問
題
を
も
っ
と
も
投
影
し
や
す
い
の
は
切
支
丹
時
代
だ
と

気
づ
」
い
た
と
続
け
て
い
る

。
と
す
れ
ば
、
「
あ
る
戦
中
派
」
は
、
『
哀

(47)

歌
』（
講
談
社

昭

年

月
）
所
収
短
編
と
同
じ
く
、
『
沈
黙
』
の
デ
ッ
サ

40

10

ン
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
作
品
の
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
そ
う
し

た
な
か
、
「
あ
る
戦
中
派
」
に
は
、『
沈
黙
』
へ
の
前
奏
曲
で
あ
り
、
切
支

丹
時
代
と
戦
時
中
の
拷
問
を
二
重
写
し
に
し
て
創
ら
れ
た
短
編
「
札
の
辻
」

（
「
新
潮
」
昭

年

月
号
）
と
は
、
些
か
異
な
っ
た
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い

38

11

る
。
そ
れ
は
、
「
心
で
正
し
い
と
思
っ
た
事
を
、
弱
さ
の
た
め
に
や
れ
な

い
」
こ
と
を
、
「
あ
る
戦
中
派
」
の
よ
う
に
「
卑
怯
者
」
と
呼
ぶ
か
、
「
札

の
辻
」
の
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
に
「
臆
病
者
」
と
呼
ぶ
か
の
違
い
だ
。
キ
チ
ジ

ロ
ー
の
原
型
の
一
人
で
、
外
国
人
修
道
士
ネ
ズ
ミ
が
登
場
す
る
短
編
「
札

の
辻
」
は
、「
あ
る
戦
中
派
」
と
同
年
の
執
筆
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
彼
（
注
、

ネ
ズ
ミ
）
が
い
か
に
気
が
弱
く
臆
病
で
あ
る
か
」

を
示
す
戦
時
下
で
の
エ

(48)

ピ
ソ
ー
ド
が
繰
り
返
さ
れ
、
執
拗
に
「
臆
病
者
」
と
い
う
形
容
を
も
っ
て

ネ
ズ
ミ
が
造
型
さ
れ
る

。
だ
が
、
「
あ
る
戦
中
派
」
で
は
、
「
心
で
正
し

(49)

い
と
思
っ
た
事
を
、
弱
さ
の
た
め
に
や
れ
な
い
」
者
を
、
「
卑
怯
者
」
と

い
う
一
言
で
断
定
す
る
。

ま
た
転
び
者
キ
チ
ジ
ロ
ー
は
、
ま
ず
『
哀
歌
』
所
収
短
編
「
雲
仙
」（
「
世

界
」
昭

年

月
号
）
で
描
か
れ
る
も
の
の
、
こ
の
時
は
そ
の
内
面
は
外
側

40

1

か
ら
し
か
描
か
れ
ず
、
『
沈
黙
』
で
は
そ
の
心
情
が
は
っ
き
り
と
語
ら
れ

る
。
キ
チ
ジ
ロ
ー
は
、
短
編
「
雲
仙
」
で
は
、
短
編
「
札
の
辻
」
で
「
臆

病
者
」
と
同
じ
意
味
合
い
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
怯
え
た
」
「
弱
さ
」
と

い
っ
た
言
葉
で
形
容
さ
れ
て
い
る
が

、
『
沈
黙
』
で
は
、
「
臆
病
」
、
「
卑

(50)

怯
者
」
、「
弱
虫
」
と
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
う
言
葉
を
絡
み
合
わ
せ
て
造
型

さ
れ
て
い
る

。
更
に
は
、『
沈
黙
』
で
は
、
ロ
ド
リ
ゴ
を
役
人
に
売
っ
て

(51)

以
降
の
キ
チ
ジ
ロ
ー
に
対
し
て
「
卑
怯
」
と
い
う
表
現
は
用
い
ら
れ
ず
、

捕
ら
わ
れ
て
後
棄
教
す
る
ま
で
の
ロ
ド
リ
ゴ
に
対
し
て
、
「
卑
怯
者
」
と

い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る

。
と
す
れ
ば
、『
沈
黙
』
に
お
け
る
棄
教

(52)

や
、
遠
藤
の
棄
教
に
対
す
る
意
識
の
変
化
意
味
を
考
え
る
上
で
、
「
あ
る

戦
中
派
」
に
お
け
る
先
の
引
用
箇
所
は
、
ひ
と
つ
の
指
標
と
な
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
「
女
の
一
生
」
で
「
卑
怯
」
と
表
現
さ
れ
る
の
は
、
戦
時
中
の

キ
リ
ス
ト
教
会
で
あ
り

、
遠
藤
の
切
支
丹
研
究
の
集
大
成
で
あ
る
「
日

(53)

本
の
沼
の
中
で
」（
「
野
性
時
代
」
昭

年

月
号
～

月
号
）
で
、
転
び
者
は
「
卑

54

1

6

怯
な
自
分
（
注
、
棄
教
者
）
、
裏
切
り
の
自
分
、
弱
い
自
分
、
二
重
生
活
者

の
自
分
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る

。
(54)

―
「
わ
が
顔
を
」

「
わ
が
顔
を
」（

昭

年
）
は
、
人
間
の
心
の
奥
に
あ
る
「
無
意

T
B
S

40

識
」
を
問
題
に
し
た
作
品
で
あ
る

。「
わ
が
顔
を
」
以
前
の
作
品
で
「
無

(55)

意
識
」
を
扱
っ
た
短
編
「
松
葉
杖
の
男
」（
「
文
学
界
」
昭

年

月
号
）
に
、

33

10



戦
争
中
、
中
国
の
小
さ
な
部
落
で
、
捕
虜
の
手
足
を
縛
っ
て
身
動
き
を
と

れ
な
く
し
、
母
親
の
前
で
殺
し
た
体
験
が
無
意
識
に
潜
ん
で
い
る
こ
と
が

原
因
で
、
両
足
が
硬
直
し
て
し
ま
っ
た
男
の
話
が
あ
る

が
、「
わ
が
顔
を
」

(56)

に
も
「
戦
争
中
（
略
）
上
官
の
命
令
で
捕
虜
を
し
ゃ
が
ま
せ
た
ま
ま
背
後

か
ら
射
殺
し
て
」

、
突
然
、
「
跛
」
に
な
っ
た
患
者
の
話
が
あ
る
。
「
わ

(57)

が
顔
を
」
発
表
の
一
年
ほ
ど
前
に
は
、
「
海
の
沈
黙
」（
「
週
刊
新
潮
」
昭

年
38

月

日
～
昭

年

月

日
号
、
後
に
『
闇
の
呼
ぶ
声
』
と
改
題
し
、
昭

年

月
に

12

2

39

5

4

41

12

光
文
社
か
ら
刊
行
）
で
、
あ
る
人
物
の
理
解
し
難
い
行
為
に
直
面
し
た
時
、

周
囲
が
そ
の
人
物
の
「
無
意
識
」
を
探
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
ス
ト
ー
リ
ー

展
開
の
軸
と
し
た
心
理
サ
ス
ペ
ン
ス
を
執
筆
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
じ
く

「
わ
が
顔
を
」
も
、
結
核
を
患
い
、
三
年
に
亘
る
病
床
生
活
を
送
る
妻
フ

ミ
子
が
、
遺
書
も
な
く
自
殺
し
た
本
当
の
理
由
を
、
夫
謙
三
が
知
り
た
い

と
願
う
こ
と
を
軸
に
、
展
開
さ
れ
て
い
く
。
だ
が
、
短
編
「
松
葉
杖
の
男
」

や
サ
ス
ペ
ン
ス
「
海
の
沈
黙
」
と
い
っ
た
昭
和

年
代
の
「
無
意
識
」
を

30

扱
っ
た
作
品
と
違
う
の
は
、
こ
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
で
は
、
謎
の
自
殺
を

し
た
妻
の
本
当
の
気
持
ち
だ
け
で
な
く
、
作
品
の
視
点
人
物
自
身
の
「
無

意
識
」
ま
で
も
、
知
り
た
い
と
考
え
る
点
で
あ
る
。

妻
の
看
病
に
専
念
し
て
き
た
謙
三
は
、
夜
、
眠
れ
な
い
と
い
う
彼
女
に

睡
眠
薬
を
渡
す
。
い
つ
も
な
ら
服
用
す
る
分
だ
け
を
置
い
て
出
る
の
に
、

瓶
ご
と
忘
れ
て
き
て
し
ま
っ
た
あ
る
日
、
妻
は
薬
を
過
剰
摂
取
し
て
自
殺

す
る
。
友
人
は
、
自
殺
し
た
の
は
「
病
苦
を
悲
歎
さ
れ
て
」
だ
と
か
、「
発

作
的
に
」

と
言
っ
て
く
れ
る
が
、
謙
三
は
「
本
当
は
心
の
底
で
ど
う
思

(58)

っ
て
死
ん
だ
ん
だ
ろ
う
」

と
、
そ
の
理
由
を
探
り
た
い
と
願
い
、
妻
の

(59)

親
友
京
子
の
も
と
を
訪
れ
る
。
彼
女
か
ら
、
恨
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い

に
せ
よ
、
母
体
の
た
め
と
は
い
え
、
よ
う
や
く
出
来
た
お
腹
の
子
を
、
相

談
も
な
く
堕
ろ
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
病
床
の
こ
れ
か
ら
の
生
き
甲
斐

に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
も
の
を
失
っ
た
と
泣
い
た
こ
と
を
聞
く

。
生

(60)

前
か
ら
、
妻
の
そ
う
し
た
気
持
ち
に
薄
々
気
づ
い
て
い
た
謙
三
は
、
自
分

が
何
故
、
睡
眠
薬
の
瓶
を
忘
れ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
か
が
気
が
か
り
で
、

友
人
の
心
療
科
医
斎
藤
の
も
と
を
訪
れ
、
自
分
の
行
為
の
「
真
実
」
を
知

り
た
い
と
打
ち
明
け
る
。
そ
の
結
果
、
「
生
き
て
い
る
の
が
肉
体
的
に
も

精
神
的
に
も
（
略
）
辛
い
」

妻
と
、
「
妻
の
苦
し
ん
で
い
る
姿
を
見
る
の

(61)

が
耐
え
ら
れ
な
い
」
自
分
、
双
方
の
「
苦
し
み
か
ら
の
解
放
」

と
い
う

(62)

無
意
識
下
の
感
情
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
れ
を
受
け
、
そ
も
そ
も
こ
の
診

察
に
乗
り
気
で
な
か
っ
た
友
人
の
心
療
科
医
が
「
そ
こ
ま
で
突
き
つ
め
れ

ば
、
出
口
が
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
俺
た
ち
の
こ
の
心
の
（
略
）
奥
は
」

と
(63)

再
び
口
に
す
る
と
こ
ろ
で
、
物
語
は
閉
じ
ら
れ
る
。

前
述
し
た
「
海
の
沈
黙
」
の
流
れ
を
汲
み
、
サ
ス
ペ
ン
ス
小
説
に
お
け

る
謎
解
き
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
「
無
意
識
」
概
念
を
取
り
入
れ
た
作
品
に

は
、
『
真
昼
の
悪
魔
』（
新
潮
社

昭

年

月
、
初
出
は
「
週
刊
新
潮
」
昭

年

55

12

55

2

月

日
号
～

月

日
号
）
、『
悪
霊
の
午
後
』（
講
談
社

昭

年

月
、
初
出
は
「
燭

21

7

31

58

4

台
」
（
「
山
陽
新
聞
」
他

昭

年

月

日
～
昭

年

月

日
）
、
『
妖
女
の
ご
と

56

10

9

57

5

8

く
』（
講
談
社

昭

年

月
、
初
出
は
「
妖
女
の
時
代
」
（
「
小
説
現
代
」
昭

年

月

62

12

60

2

号
～
昭

年

月
号
ま
で
の
隔
月
）
）
、『
わ
が
恋
う
人
は
』（
講
談
社

昭

年

月
、

お
も

62

1

62

2

初
出
は
「
京
都
新
聞
」
他

昭

年

月

日
～
昭

年

月

日
）
な
ど
が
あ
る
。

60

11

1

61

7

8

年
譜
に
、
『
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
』（
新
潮
社

昭

年

月
）
の
テ
ー
マ
と
な
っ
た

61

3

「
深
層
心
理
と
悪
の
問
題
に
関
心
が
向
か
う
」
と
あ
る
の
は
昭
和

年
の

56

項
だ

。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
サ
ス
ペ
ン
ス
小
説
を
書
い
て
い
た
頃
と

(64)



考
え
て
よ
い
。
だ
が
、
遠
藤
作
品
の
な
か
で
、「
わ
が
顔
を
」
と
同
じ
く
、

視
点
人
物
自
身
の
無
意
識
を
探
る
物
語
が
描
か
れ
る
作
品
は
こ
れ
ら
の
な

か
に
含
ま
れ
ず
、
『
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
』
を
俟
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
む
ろ
ん

「
わ
が
顔
を
」
執
筆
段
階
で
は
、
ま
だ
ユ
ン
グ
心
理
学
と
出
会
っ
て
い
な

い
た
め
、
「
無
意
識
」
が
有
す
る
と
い
う
「
創
造
性
」
に
思
い
至
る
は
ず

も
な
く
、
謙
三
自
身
の
「
無
意
識
」
が
わ
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
「
出
口
が

な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
、
む
な
し
さ
だ
け
が
残
さ
れ
る

。
(65)

ま
た
、
『
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
』
の
中
心
的
な
「
謎
（
無
意
識
）
」
は
、
「
醜
悪

や
無
に
堕
ち
て
死
ぬ
」
悦
び
だ

。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
、
「
無
意
識
」
の

(66)

代
表
で
あ
る
成
瀬
夫
人
が
、
人
間
の
本
能
と
し
て
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
夫
か
ら
聞
か
さ
れ
た
戦
時
下
に
お
け
る
中
国
大
陸
で
の
婦
女
子

虐
殺
で
あ
る

。
「
わ
が
顔
を
」
の
「
謎
」
は
、
妻
の
自
殺
と
そ
れ
を
幇
助

(67)

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
夫
の
「
死
」
に
ま
つ
わ
る
深
層
心
理
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
「
醜
悪
」
と
は
考
え
な
い
が
、
謙
三
が
妻
の
お
腹
の
子

を
堕
ろ
す
か
ど
う
か
の
判
断
に
ま
つ
わ
る
参
照
点
と
し
て
、
戦
闘
状
況
に

お
い
て
は
、
敵
兵
を
殺
さ
ね
ば
自
ら
、
も
し
く
は
部
下
を
死
な
せ
て
し
ま

う
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
視
点
人
物
の
「
心

(68)

の
奥
底
」
に
潜
む
「
死
」
に
ま
つ
わ
る
「
無
意
識
」
を
探
究
し
た
「
わ
が

顔
を
」
は
、
約

年
後
の
『
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
』
に
繋
が
る
、
重
要
な
作
品

20

で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

小
稿
は
、
遠
藤
が
脚
本
を
手
掛
け
た
昭
和

年
代
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ

30

作
品
を
採
り
上
げ
、
そ
の
特
徴
を
確
認
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
「
平
和

屋
さ
ん
」（

昭

年
）
は
、
『
海
と
毒
薬
』（
文
藝
春
秋
新
社

昭

年

N
H
K

33

33

4

月
、
初
出
「
文
学
界
」
昭

年

、

、

号
）
の
補
足
的
作
品
、
「
あ
る
戦
中

32

6

8

10

派
」（

昭

年
）
は
『
沈
黙
』（
新
潮
社

昭

年

月
）
の
デ
ッ
サ
ン
、

N
H
K

38

41

3

「
わ
が
顔
を
」（

昭

年
）
は
『
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
』（
新
潮
社

昭

年

T
B
S

40

61

月
）
へ
至
る
試
み
、
と
い
っ
た
位
置
づ
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

3
ま
た
、
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
脚
本
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
、
日
本
人
で
あ
り

な
が
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
を
柱
と
し
た
問
題
意
識
を
持
つ
遠
藤
が
、
「
妥
協
も

ヘ
ッ
タ
ク
レ
も
あ
る
か
。
好
き
勝
手
な
こ
と
を
書
い
て
や
れ
」

と
、
思

(69)

え
る
よ
う
に
な
る
『
沈
黙
』
執
筆
以
前
の
、
苦
し
い
試
行
錯
誤
を
重
ね
た

時
期
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
日
本
人
に
は
縁
遠
い
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た

自
分
の
文
学
を
、
ど
う
し
た
ら
よ
り
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
の
か
と
い
う
悩

み
が
あ
っ
た
。
戦
後
、
産
声
を
上
げ
た
日
本
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
は
、
昭

和

年
か
ら
昭
和

年
頃
ま
で
の
間
に
、
そ
の
あ
り
方
を
単
発
ド
ラ
マ
か

28

40

ら
連
続
ド
ラ
マ
へ
と
緩
や
か
に
移
行
し
な
が
ら
、そ
の
過
程
を
通
し
て
「
お

茶
の
間
と
い
う
時
間
と
空
間
を
「
発
見
」
し
て
い
」
っ
た
と
い
う

。
こ

(70)

の
、
お
茶
の
間
の
娯
楽
と
な
る
べ
く
、
い
い
意
味
で
の
「
大
衆
性
」
に
重

き
を
お
い
て
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
が
そ
の
進
む
べ
き
道
を
見
出
し
て
い
く
の

が
、
昭
和

年
代
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
、
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
が
あ

30

る
よ
う
に
思
う
。
遠
藤
が
そ
れ
を
意
識
し
て
い
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い

に
せ
よ
、
『
沈
黙
』
以
前
に
手
掛
け
た
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
脚
本
は
、
平
凡

な
日
常
を
描
く
こ
と
の
延
長
線
上
に
神
の
問
題
を
問
う
、
遠
藤
文
学
の
ス

タ
イ
ル
を
築
き
上
げ
る
た
め
の
、
重
要
な
レ
ッ
ス
ン
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。



【
注
記
】

山
根
道
公
編
「
年
譜
・
著
作
目
録
」
（
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集

』
新
潮
社

平

年

1

15

12

月
）

頁
参
照
。

7

355

山
根
道
公
編
「
年
譜
・
著
作
目
録
」
注

に
同
じ
、

頁
参
照
。

2

1

362

「
わ
が
顔
を
」
（

昭

年
）
に
つ
い
て
、
遠
藤
と
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
の
や
り

3

T
B
S

40

と
り
に
つ
い
て
書
か
れ
た
記
事
に
「
出
番
を
削
ら
れ
た
遠
藤
周
作
先
生
」
（
「
週
刊
現

代
」
昭

年

月

日
号
）
が
あ
る
。

41

11

3

「
今
年
大
活
躍
し
た

タ
レ
ン
ト
番
付
」
（
「
週
刊
現
代
」
昭

年

月

日
号
）

4

T
V

43

11

21

は
、
「
こ
り
ゃ
ア
カ
ン
ワ
」
に
お
け
る
遠
藤
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
技
術
を
讃
え
、
「
貴
重

な
タ
レ
ン
ト
遠
藤
氏
」
の
小
見
出
し
を
つ
け
た
。

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttp://w

w
w
.tvdram

a-db.com
/

（
平

年

月
確
認
）

5

27

2

国
立
国
会
図
書
館

報
道
発
表
資
料

平

年

月

日
付

6

26

3

25

山
田
太
一
「
ご
挨
拶

な
ぜ
、
こ
の
会
を
つ
く
っ
た
の
か
」
（
一
般
社
団
法
人

日
本

7
脚
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

）http://w
w
w
.nkac.jp/

H
P

石
橋
映
理
「
映
像
の
現
存
率
が
低
い
な
か
放
送
文
化
を
残
し
て
い
く
た
め
に
」（
『
ア

8
ー
カ
イ
ブ
立
国
宣
言
』
ポ
ッ
ト
出
版

平

年

月
）

頁

26

11

98

石
橋
映
理
「
映
像
の
現
存
率
が
低
い
な
か
放
送
文
化
を
残
し
て
い
く
た
め
に
」
注

9

8

に
同
じ
、

頁
99

現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
遠
藤
脚
本
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
は
「
平
和

10
屋
さ
ん
」
「
わ
が
顔
を
」
「
も
う
一
人
の
不
竜
獅
子
虎
～
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
生

涯
～
」（

昭

年
）
で
あ
る
。（
平

年

月
）

N
H
K

53

27

2

「
夢
よ
も
う
一
度

―
ど
ん
な
ツ
マ
ら
ぬ
脚
本
も

―
」
（
「
映
画
芸
術
」
昭

年

11

42

4

月
号
）

頁
参
照
。

24

昭

年

月

日
付
日
記
、
『
作
家
の
日
記
』
作
品
社

昭

年

月
、
『
遠
藤
周
作

12

26

1

1

55

9

文
学
全
集

』
新
潮
社

平

年

月

～

頁
参
照
。

15

12

7

63

64

な
お
、
遠
藤
は
「
わ
が
家
の
自
慢

―
テ
レ
ビ
第
一
号
」（
「
別
冊
文
藝
春
秋
」
昭

13

32

年

月
号
）
で
、
「
ぼ
く
の
家
に
は
今
、
萬
金
を
出
し
て
も
買
え
な
い
超
特
大
二
十
四

12
イ
ン
チ
の
テ
レ
ビ
が
あ
る
。
こ
れ
は
テ
レ
ビ
が
米
国
に
は
じ
め
て
出
来
た
（
略
）
第

一
号
級
の
も
の
」
（

頁
）
な
ど
と
う
そ
ぶ
く
。
事
の
真
偽
は
措
く
と
し
て
も
、
新
し

91

い
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
テ
レ
ビ
に
興
味
津
々
で
あ
っ
た
こ
と
は
覗
え
る
。

小
嶋
洋
輔
「
遠
藤
周
作
「
中
間
小
説
」
論

―
書
き
分
け
を
行
う
作
家
」（
「
千
葉
大

14
学
人
文
研
究
」
第

号
・
平

年
）

～

頁
参
照
。
確
定
さ
れ
た
遠
藤
脚
本
の
テ

36

19

38

40

レ
ビ
・
ド
ラ
マ
は
、
「
平
和
屋
さ
ん
」
「
あ
る
戦
中
派
」「
わ
が
顔
を
」
の
他
、
永
井
荷

風
『
新
帰
朝
者
日
記
』（
初
出
は
「
帰
朝
者
の
日
記
」（
「
中
央
公
論
」
明

年

月
号
）
）

42

10

の
パ
ロ
デ
ィ
「
新
帰
朝
者
」（

昭

年
）（

～

頁
）。

M
B
S

43

50

51

現
在
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、
遠
藤
脚
本
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
「
も
う

15
一
人
の
不
竜
獅
子
虎
～
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
生
涯
～
」（
注

に
同
じ
）
が
加
え

10

ら
れ
て
い
る
（
平

年

月
）。

27

2

鳥
山
拡
『
日
本
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
史
』
映
人
社

昭

年

月

～

頁

16

61

9

47

49

文
化
庁
文
化
部
芸
術
課
編
『
芸
術
祭

年
史
本
文
編
』
文
化
庁

昭

年

月

頁

17

30

51

12

185

「
平
和
屋
さ
ん
」
は
、
昭
和

年
度
第

回
芸
術
祭
奨
励
賞
を
受
賞
。
昭
和

年

18

34

14

34

11

月

日

時

分
～

時

分

で
放
送
さ
れ
た
。
「
わ
が
顔
を
」
は
、
昭
和

20

20

30

21

45

N
H
K

41

年
度
第

回
芸
術
祭
奨
励
賞
を
受
賞
。
昭
和

年

月

日

時

分
～

時

分

21

41

11

27

21

30

22

30

で
放
送
。
昭
和

年
度
第

回
芸
術
祭
参
加
作
品
「
ド
ラ
マ
・
て
れ
び
じ
ょ

T
B
S

44

24

ん

」
（
早
坂
暁
脚
本

毎
日
放
送
）
に
、
遠
藤
は
出
演
者
と
し
て
名
を
連
ね
る
。
（
文

'69
化
庁
文
化
部
芸
術
課
『
芸
術
祭

年
史
資
料
編
（
上
）』
文
化
庁

昭

年

月

頁
、

30

51

3

309

『
同
（
下
）』
文
化
庁

昭

年

月

、

頁
参
照
）

51

3

264

270

文
化
庁
「
芸
術
祭
に
つ
い
て
」http://w

w
w
.bunka.go.jp/geijutsu_bunka/01geijutsusai/

19



文
化
庁
文
化
部
芸
術
課
編
『
芸
術
祭

年
史
本
文
編
』
注

に
同
じ
、

～

頁

20

30

17

26

27

鳥
山
拡
に
よ
れ
ば
「
昭
和

年
、
テ
レ
ビ
普
及
台
数
は
四
十
万
台
を
超
え
た
」
と
あ

21

31

る
（『
日
本
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
史
』
注

に
同
じ
、

頁
）
。
佐
怒
賀
三
夫
に
よ
れ
ば
「
受

16

57

像
機
の
普
及
で
受
信
者
が
一
気
に
上
昇
す
る

年
（
注
、
昭

年
）
ご
ろ
（
略
）
同

56

31

じ
集
団
視
聴
で
も
（
略
）
街
頭
か
ら
喫
茶
店
、
さ
ら
に
特
定
個
人
家
庭
で
の
共
同
視

聴
へ
と
す
す
み
」
と
あ
る
（
『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
史

―
人
と
映
像
』
日
本
放
送
出
版
協

会

昭

年

月

頁
）。

53

9

22

文
化
庁
文
化
部
芸
術
課
『
芸
術
祭

年
史
資
料
編
（
上
）』
注

に
同
じ
、

頁

22

30

18

309

文
化
庁
文
化
部
芸
術
課
『
芸
術
祭

年
史
本
文
編
』
注

に
同
じ
、

頁

23

30

17

185

文
化
庁
文
化
部
芸
術
課
『
芸
術
祭

年
史
本
文
編
』
注

に
同
じ
、

～

頁

24

30

17

185

186

文
化
庁
文
化
部
芸
術
課
『
芸
術
祭

年
史
資
料
編
（
上
）
』
『
同
（
下
）
』
注

に
同

25

30

18

じ
、
参
照
。
昭
和

年
度
第

回
芸
術
祭
参
加
作
品
に
つ
い
て
、
「
ド
ラ
マ
の
部
門
で

41

21

は
、
社
会
悪
や
交
通
災
害
、
原
爆
症
の
問
題
を
扱
っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
」
（
文
化
庁

文
化
部
芸
術
課
『
芸
術
祭

年
史
本
文
編
』
注

に
同
じ
、

頁
）
と
あ
る
。

30

17

191

「
平
和
屋
さ
ん
」（

昭

年
）
、『
遠
藤
周
作
文
庫

薔
薇
の
館
・
女
王

戯
曲
・

26

N
H
K

33

シ
ナ
リ
オ
集
Ⅱ
』
講
談
社
文
庫

昭

年

月

、

、

頁
参
照
。

52

3

188

191

230

「
平
和
屋
さ
ん
」
注

に
同
じ
、

～

頁

27

26

194

195

「
平
和
屋
さ
ん
」
注

に
同
じ
、

頁

28

26

225

「
平
和
屋
さ
ん
」
注

に
同
じ
、

頁

29

26

201

「
平
和
屋
さ
ん
」
注

に
同
じ
、

頁
。
な
お
、
戦
死
し
た
者
の
こ
う
し
た
呻
き
声

30

26

203

は
、
初
の
長
編
小
説
「
青
い
小
さ
な
葡
萄
」（
「
文
学
界
」
昭

年

月
号
～

月
号
）

31

1

6

で
、
迫
害
さ
れ
た
者
た
ち
の
眠
る
土
地
の
声
と
し
て
描
か
れ
る
。

「
平
和
屋
さ
ん
」
注

に
同
じ
、

頁

31

26

191

「
出
世
作
の
頃
」（
「
読
売
新
聞
夕
刊
」
昭

年

月

日
～

日
）『
遠
藤
周
作
文
学

32

43

2

5

13

全
集

』
新
潮
社

平

年

月

頁

12

12

4

414

「
聖
書
の
な
か
の
女
性
た
ち
」（
「
婦
人
画
報
」
昭

年

月
～
昭

年

月
号
）、
引

33

33

4

34

5

用
は
『
遠
藤
周
作
文
庫

聖
書
の
な
か
の
女
性
た
ち
』
講
談
社
文
庫

昭

年

月

50

11

89

頁
に
拠
っ
た
。

「
平
和
屋
さ
ん
」
注

に
同
じ
、

頁

34

26

187

遠
藤
周
作
×
熊
井
啓
「
あ
な
た
な
ら
、
ど
う
し
ま
す
か
」（
「
あ
け
ぼ
の
」
初
出
誌
未

35
確
認
）
、
引
用
は
、
『
対
話
の
達
人
、
遠
藤
周
作
Ⅰ
』
女
子
パ
ウ
ロ
会

平

年

月

18

10

頁
に
拠
っ
た
。

330「
出
世
作
の
頃
」
注

に
同
じ
、

頁

36

32

414

「
平
和
屋
さ
ん
」
注

に
同
じ
、

頁

37

26

121

「
平
和
屋
さ
ん
」
注

に
同
じ
、

頁

38

26

221

「
あ
る
戦
中
派
」
は
、
昭
和

年

月

日

時

分
～

時

分

で
放
送

39

38

12

8

22

30

23

30

N
H
K

さ
れ
た
。

理
工
学
系
以
外
の
学
生
に
対
す
る
徴
兵
猶
予
制
度
が
撤
廃
さ
れ
た
の
は
昭
和

年

40

18

9

月
の
こ
と
で
、
遠
藤
は
そ
の
年
の

月
に
、
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
予
科
に
入
学
し

4

て
い
る
。

「
あ
る
戦
中
派
」（

昭

年
）
、
引
用
は
『
遠
藤
周
作
文
庫

薔
薇
の
館
・
女

41

N
H
K

38

王

戯
曲
・
シ
ナ
リ
オ
集
Ⅱ
』
注

に
同
じ
、

頁
に
拠
っ
た
。

26

243

「
あ
る
戦
中
派
」
注

に
同
じ
、

頁

42

41

243

「
あ
る
戦
中
派
」
注

に
同
じ
、

頁

43

41

256

引
用
は
「
入
営
の
日
」
（
「
オ
ー
ル
読
物
」
昭

年

月
号
）
、
引
用
は
『
ぼ
く
た
ち

44

48

12

の
洋
行
』
講
談
社

昭

年

月

頁
に
拠
っ
た
。

50

5

26

「
女
の
一
生
二
部

―
サ
チ
子
の
場
合
」
（
「
朝
日
新
聞
」
昭

年

月

日
～
昭

45

56

7

3

57

年

月

日
）
、
『
女
の
一
生
二
部

―
サ
チ
子
の
場
合
』
朝
日
新
聞
社

昭

年

月

2

7

57

3



頁
参
照
。

375「
沈
黙
の
声
」『
沈
黙
の
声
』
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社

平

年

月

～

頁

46

4

7

16

17

「
沈
黙
の
声
」
注

に
同
じ
、

頁

47

46

95

「
札
の
辻
」（
「
新
潮
」
昭

年

月
号
）、
引
用
は
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集

』
新
潮

48

38

11

7

社

平

年

月

頁
に
拠
っ
た
。

11

11

172

「
札
の
辻
」
注

に
同
じ
、

、

、

頁
。「
弱
さ
」
と
い
う
言
葉
で
ネ
ズ
ミ
を
説

49

48

170

177

178

明
し
て
い
る
箇
所
に

、

、

頁
。

170

176

179

「
雲
仙
」（
「
世
界
」
昭

年

月
号
）
、『
遠
藤
周
作
文
学
全
集

』
注

に
同
じ
、

50

40

1

7

48

～

頁
を
参
照
。
な
お
、
「
卑
怯
」
と
い
う
言
葉
は
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
の
心
を
掴
も
う

222

223

と
す
る
主
人
公
で
作
家
の
能
勢
に
対
し
て
使
わ
れ
て
い
る
（

頁
）。

218

『
沈
黙
』
新
潮
社

昭

年

月
、『
遠
藤
周
作
文
学
全
集

』
新
潮
社

平

年

月

51

41

3

2

11

6

、

～

、

～

、

、

～

、

～

、

、

、

、

、

、

～

194

196

197

200

202

208

213

214

221

222

229

240

242

259

269

270

、

頁
参
照
。

271

301

『
沈
黙
』
注

に
同
じ
、

～

頁
参
照
。
な
お
、
絵
踏
み
後
は
、
「
弱
さ
」
の
形
容

52

51

285

286

が
使
わ
れ
る
（

頁
）。

315

「
女
の
一
生
二
部

―
サ
チ
子
の
場
合
」
注

に
同
じ
、

、

、

頁
参
照
。
キ

53

45

238

256

279

リ
ス
ト
教
会
の
態
度
を
「
ぼ
く
等
と
同
じ
よ
う
に
、
弱
く
、
だ
ら
し
な
く
、
臆
病
」（
303

頁
）
と
も
記
す
。

「
日
本
の
沼
の
中
で
」（
「
野
性
時
代
」
昭

年

月
号
～

月
号
）、
引
用
は
『
切
支

54

54

1

6

丹
時
代

―
殉
教
と
棄
教
の
歴
史
』
小
学
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

平

年

月

頁

4

2

204

芸
術
祭
で
の
評
価
は
「
新
し
い
テ
レ
ビ
技
術
を
駆
使
し
て
、
人
間
心
理
の
世
界
に
肉

55
迫
し
よ
う
と
し
た
試
み
と
し
て
、
高
く
評
価
し
た
い
。
但
し
演
出
が
技
術
を
消
化
し

き
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
は
テ
レ
ビ
の
明
日
の
課
題
で
あ
ろ
う
」
と
い
う

も
の
（
文
化
庁
文
化
部
芸
術
課
『
芸
術
祭

年
史
資
料
編
（
下
）
』
注

に
同
じ
、

30

18

頁
）。

391「
松
葉
杖
の
男
」
（
「
文
学
界
」
昭

年

月
号
）
、
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集

』
新
潮

56

33

10

6

社

平

年

月

、

頁
参
照
。

11

10

262

273

「
わ
が
顔
を
」（

昭

年
）、
引
用
は
『
遠
藤
周
作
文
庫

薔
薇
の
館
・
女
王

57

T
B
S

40

戯
曲
・
シ
ナ
リ
オ
集
Ⅱ
』
注

に
同
じ
、

頁
に
拠
っ
た
。

26

277

「
わ
が
顔
を
」
注

に
同
じ
、

頁

58

57

279

「
わ
が
顔
を
」
注

に
同
じ
、

頁

59

57

279

「
わ
が
顔
を
」
注

に
同
じ
、

～

頁

60

57

300

301

「
わ
が
顔
を
」
注

に
同
じ
、

頁

61

57

308

「
わ
が
顔
を
」
注

に
同
じ
、

頁

62

57

309

「
わ
が
顔
を
」
注

に
同
じ
、

頁

63

57

309

山
根
道
公
編
「
年
譜
・
著
作
目
録
」
注

に
同
じ
、

頁
参
照
。

64

1

373

「
わ
が
顔
を
」
注

に
同
じ
、

頁
。
と
は
い
え
、『
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
』（
新
潮
社

昭

65

57

309

年

月
）
の
「
無
意
識
」
が
、
明
る
い
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。

61

3

『
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
』
注

に
同
じ
、
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集

』
新
潮
社

平

年

66

65

4

11

8

月

～

頁
参
照
。

87

89

『
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
』
注

に
同
じ
、

頁
参
照
。

67

66

90

「
わ
が
顔
を
」
注

に
同
じ
、

～

頁

68

57

302

303

「
沈
黙
の
声
」
注

に
同
じ
、

頁

69

46

79

松
山
秀
明
「
ド
ラ
マ
論
～
お
茶
の
間
を
め
ぐ
る
葛
藤
～
」（
「
放
送
研
究
と
課
題
」
平

70

年

月
号
）

頁

25

12

54

（
福
岡
共
同
公
文
書
館
）
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